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1. 四国支部年次研究大会の報告 
 
プロジェクトマネジメント学会四国支部では，

平成 26 年 2 月 6 日（木），香川大学幸町北キャン

パスにおいて，四国支部総会に引き続き，第 12
回年次研究大会を開催いたしました． 

 
四国支部年次研究大会 
日時：平成 26 年 2 月 6 日（木） 
場所：香川大学幸町北キャンパス研究交流棟 

 研究者交流スペース 
共催：香川大学大学院地域マネジメント研究科 
   香川大学工学部 
   香川大学地域開発共同研究センター 

技術交流協力会 
後援：香川県，四国経済産業局，特定非営利活動

法人 IT コーディネーター協会 

 
年次研究大会の様子 

 
年次研究大会には，㈱オージス総研ソリューシ

ョン開発本部 データアナリシス部部長の吉田隆

光様に招待講演にお越しいただきました． 
板倉支部長の挨拶に続き，吉田様による招待講

演，四国支部会員による 4 件の発表がありました．

講演・発表後の質疑応答では活発な意見交換が行

われ，充実したものとなりました．年次研究大会

終了後は会場を移して，懇親会が開かれ，ここで

も活発な意見交換をすることができました． 

 
招待講演：「イノベーションに向けたビジネス・

アナリティクスのアプローチ」 
吉田隆光氏（㈱オージス総研ソリューション開発

本部 データアナリシス部部長） 

昨今，新聞や雑誌等のメディアで取り上げられ

て注目を集めている「ビッグデータ」はどのよう

なデータで，どのような背景によって出現したの

かについてお話しいただいた．そのビッグデータ

はどう活用されるものなのか，その「ビッグデー

タ」分析によって，データを利活用した事例とと

もに，データ分析を行うための必要な要素や，乗

り越えるべきハードルなどについてご説明いただ

いた． 
 

 
吉田氏による招待講演 

 
発表：「男木島の石積み集落の景観の保存」 
  松島学氏（香川大学工学部） 

男木島は高松市沖合，船で 40 分に位置する

瀬戸内海の小島である．平野の少ない急傾斜地

に斜面を覆うように集落が密集する．迷路のよ

うな路 地があり，古い瀬戸内地方の特徴をよ

く残している．集落は，石垣や外壁で囲われた

閉鎖的な路地と隙間からのぞく開放的な瀬戸

内海の景色，この二つがリズムよく繰り返す．

今回は，この集落の景観保存について報告して

いただいた． 
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松島氏による発表 

 
発表：「プロジェクトの成功に貢献する標準化

チームの役割と取り組み」 
  宮崎陽介氏（㈱STNet） 

IT システムの構築において，プロジェクトの

成功に貢献する標準化チームの取り組みとあ

るべき姿について，自社の基幹システム再構築

の事例を通じて発表していただいた． 
 

発表：「オフショア開発のこれからと IT グロー

バル人材育成プログラム」 
三宅雅文氏（大連ランダムウォーカー情報

サービス有限公司） 

今回は，オフショア開発を取り巻く環境，日本

市場，人口推移からみるオフショアの必要性，日

本のソフトウェア産業構造からみるオフショアの

必要性，経営戦略としてのオフショア（グローバ

ルソーシング），グローバル人材育成プログラムに

よるオフショアＰＭ育成などについて発表してい

ただいた． 

 
三宅氏による発表 

 
発表：「長期新商品開発プロジェクト MathPub」 
中落耕平氏，古川友樹氏（㈱DynaxT） 

MathPub という Web システムを開発中であり，

讃岐から世界へ発信する世界貢献プロジェクトに

ついて報告していただいた． 
 

2. 今年度の活動予定 
 
 今年度は，昨年度に引き続き，研究会の活発化

に重点を置き活動を展開する計画です．また，ITC
団体（ITC 四国，ITC かがわ）や香川県情報サー

ビス産業協議会，香川大学社会連携・知的財産セ

ンターなどの団体との交流を一層深め，幅広い方

に研究会への参加を呼び掛け，新規会員の開拓に

努めたいと考えています． 
更に，PM の基礎的な手法の研修に加えて，四

国地域の実践的な課題，例えば，街づくり，地域

振興，企業の経営課題等にプロジェクトマネジメ

ントを適用することで，活動を一層活性化してい

きたいと考えています． 
具体的には，下記の活動を予定しております． 

(1) ビッグデータ分析・活用に関する研究会の実

施 
(2) パーソナルＰＭに関する研究会の実施 
(3) IT コーディネーター協会，ISO ネットワークと

の協業の推進 
(4) リスク・マネジメントに関する研究会の実施 
(5) PM 学会四国支部 年次研究大会の実施． 
(6) 本部秋季・春季大会への参加 

 
これらの活動計画に基づき，昨年同様，年 4 回

の研究会を実施する予定です． 
 
四国支部お問い合わせ先 
事務局：香川大学大学院地域マネジメント研究科 

中山，山下 
〒760-8523  香川県高松市幸町 2-1 
TEL&FAX 087-832-1872 
電子メール： office@italabo.com  
ホームページ： 

http://www.italabo.com/PMshikoku/  
 
3. お礼 
 
 最後になりましたが，年次研究大会の運営に関

し，本部運営管理室の加藤先生をはじめ本部の

方々には，多大なご支援をいただきました．厚く

お礼申し上げます． 
 

http://www.italabo.com/PMshikoku/

